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M曾汕蟹s'70

国際鉱物学連合第?回総会と国際鉱床学連合錦3回総

会(略称脳A4AGODM鑓曲騨ヨ㈹)か轟月2蝸～2蟹

員廉庶大等町の経団連会館惑月3蝸～嚢月婁胃京

都宝ケ液の国立京都国際会議場で開催された蜆会期前

の魯崩蝸(五部23日夜)から警月2閑までと会期後

の藪月3閏(夏部墾日夜)から9月6鐵凄で紀行肢われ

た各地への研究旅行もふくめてすべての行事秘スふ一

ズ紀成功裡に終了した会議紀参加し恕外国人出席者

の多くから空前絶後の鞭n◎聯曲胡鵬et1n蟹轟であっ

たといラ好意ある3メントをうけ花お濠ろをみる&ど

うやら成功し花ことは間違いなきそうである｡会議を

組織したものの一員としてζの会議を成功は導く淀め

陰樽陽に協力をしていた想いた数多くの人歳は薮ず心

からのお礼を串し上げるζとからこの報告をはむめさ

せてい危淀慈花い昔

醐及一阯⑭o巫醐鍋ぬ騨刎は色碕な颪で特色⑳あ

る会議であつ施

護ず国際鉱物学連合(I鵡r減量⑪蝸至Mi脱獺10窓1艘!

Associat玉｡双)と国際鉱床学連合(亙賊節at1頁a豆A螂｡1a-

tiΦ貝◎な出蟻Ge鵬銚破O飛Depos五ま§)という笈つの国

際的次学術連合が平行して共催されたのは雨遠含ぽと

ってまったくは㌫めての芯とである､鉱物や鯖蟻の研

究者の集りであ蕃工MAぷ鉱物の集合体である鉱床串

鉱石の研究者からばじ塞って鉱山の魏場で鉱床の探

砂州一郎

査に従事している地質技師までの葉裏りである夏AG0D

の簑つの闇熔は字間的な親せ巷関係があるとはい克亙

1ζ異衝校をこる淡金く扱いわけではない｡爾脅の違和

感が生れるとすれぱ望つの国際連合を共催した意味も

なくなってし襲う､簑つをう凄くミック沢しブレンド

してまあまっ花王つの国際会議の雰囲気をもりあげて

ゆき花いおい費の秘秘達のねがいであり流血

これは準備期間申の国内?組織活動でも同様でありた

結果は綱冷した欠点を除けばどうやら成功したよう

である,2つの国際連合の会合を一つに薫ックスきせ

ようとしておりた事段の一つは8月3互震の亙脱A一至A-

GOD典通討論会の開催恐ある.爾連合絡共通する問

題として硫化鉱物を㍑あげその結聾学と地球化学と

いう標題で討論会を開きこれを今度の会議のハイライ

トとして金朝閥瞭の真中にす尭花｡それぞれの遠含の

討論会却研究発表はこのテｰ環と離れ恕トぽ裟我から

まず始めだし徐々にこれに近いトピックヘを変わり

共通討論会沸終わると蒋び徐冷に離れ施トビ沙クベと移

るというスタイルを考克たわけである珪たと免1妻I滅A

では第王賢員ばは月の鉱物学について第婁簿属紀は

｢鉱物の結晶成長お相転移の機構｣についての討論会を

もち篤3賃員ぽ共通討論会となり籔月王員2簿に

は一般研究発表を行なうをい知麗であっ花佃

開会式閉会式レセプシ嚢ン恋葛の公式行事は工MA

とIAGODを一つに渓とめて湯こ扱ったのが昇段の錦

簾簾義欝(緩鰯連義館)籔荻磁
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2である.

この際両連合に不公平にならないように壇上に並

ぶ役員の配置や挨さつの順序にまで気を配ったし鍛後

の閉会式で渡辺組織委員長夫人への花束の贈塁も一

方にかたよらないよう特別の注意をしたわけである､

もっとも単純ぽ一つに扱った化けでほ駅員で爾連

合が独立していることも必要で海石血総会や小委貴会

あ馳･は学術討論会は別表にただし同じ会場肉で開

催慈れ花わけである｡

この会議の錦黛の特色はソ連の代表であるS㎜i醐洲

教授の言葉を借りるとすれば真にインタｰナショナル

であったという一家であろ簑由参加国教淋36カ国

(鮒酩加湿i筍g独棚b餓をふくむと姐勤国)というの

は亙M幻AGODいずれの例を&ってみても過去の総

会で嘆つ花く例をみない数多くの国数である.

今婁での経験ではいずれの総会でも拠～餐カ園の参加と

い資のか普通で彫った.国数終して一挙に慧割方のぴ

たわはで塗るから真にインタｰナシ嚢ナルやあるとい

うのも決して過大評価でほあるまい皇これは至MA

IAGODに限っ花ことでは恋い｡わ淋團で開催された

他の同規模の国際会議に比べてみても圧倒的熔多い参加

国数であったようである.

今や真の意味でのイン身一ナシ嚢ナル汝国際会議は

アメリカでもソ連でもできなくなりてし蜜ったといわ

れている.62年にワシントンで開かれた夏MAでは

ソ連から最初45名もの出席が予窟されていな秘ち実際

に会識と出席し淀のはわずかに家名であった､もっと

もソ連からの尚席はいずこの会議でも予測不可能で今

度の会議でも鍛初は逆O名余の出席申し込みがあっ花が

実際綻胎席でき花のは約半数の2王名であった､しかし

いずれにしても世界中のすべての大陸に襲彪淋る36カ

国もの多数の国から参加したという事実はこの会議が

真にインタｰナショナノレたものであったことを示すま

ぎれもたい証拠であるといえよう.

第3の特徴は外国人参加者の数が日本人参加者の数

よりも多かった点で彫る｡胃本で開かれる国際会議で

は膚本人2に外国からの出席者五という割合が普通で

ある｡IN雌4AGODMe鋭㎞gポ70でほこれ淋逆転

して濁本人約300名紀対して外国からの出席者約34⑰塙

(同伴者もふくむ)という比率であった凸これがRX-

PO葦70のためではないことぽ今年開催された他の国

際会議での比率からみても明らかである苦

外国人の出席者カ茎予想以上に多かった理由の王っは

もちるん蟹本の鉱床や鉱物に対する深い関心であろ簑､

その良い例は黒鉱鉱床に対する並々ならぬ関心のあら

われにみいだせる苗黒鉱を自らの目でみたいかために

今度の会議は出席篶た人ほ相当に多い｡愈テダからの

出席者が多かったのは曲テダに最近黒鉱類似の鉱床淋

(簿本の黒鉱鉱殊よりも時代は音い)続冷発兇凄れそ

れを研究したり探査する上で変質変形がより少恋く

詳細次研究とともに開発がゆきとどいている日本の黒鉱

鉱床を晋ひみて招き危いと願夢人達が多がったからであ

ろう.一方オｰストラリアからの出席者が最初の予

想を上蛮わって蜘名以上1ζ達したのは属本の鉱床学や

鉱床探査の方法から何かを学び麦るうをいう気持からで

あったようである.40名のうちの大準か鉱山会社に勤

務する地質技師たちであり花｡オｰスけシアのよ多

な沫開の地の多い大陸で働く錨質技師危ちは'大護がで･

大規模な探査には慣れているが資本で行液われている

ような息め綱か砥探査には護っ恋く不贋れである串最

近目本の地質技師たちが大勢オｰストラリアにでかけ

鰯金氏沈､二k不二喪賛律学術会議義媛の淋唯り
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現地の地質技師たちと親交を深めるとともに員本のき

め細かな探査活動に学ぼうという気運躯大変強まっ危そ

うである･今度の会議へのオｰストラリアからの出席

者の数はζの気運を反映しているものであるう､

外国からの出席者添多か汐た第簑の原因はグルｰプ

1フライトの成功である勇由ζのために私は簑年前

から準備をした.1968年プラハでの夏MAが動乱紀よ

って流れた直後電報でウィｰンに呼びだ密れた秘は

ウィｰンの会議終了後灘一潔ヅパの潟もな国の至MA

IAGOD関係の役員のところを飛び舞いて夏蝸A逐AG()D

Meedngs'70の計画を説明し了解を求めて歩いた｡

その際パリの大学の麻用地質学講座にいるんP.s狐曇撒

博士紀会って義一籔ヅパからのグルｰプ1フライトの

組織を依頼した膏彼あは昔から⑳友人で彼淋7勿国

語を禽由にあやっり旅行好き液努であることをよく知

りてい花ので最初からねらいをつげておい花わはであ

る自実際終彼は員ざ漢しい清躍をした曲準備期間中.

1び逮もの航空合杜と交渉をもち最も安い運賛を提供でき

.る航空合杜を辛抱弓よく探しだした最終的終は往路

チャｰタｰ機で帰路貞分の好意な日程でという.良い条

件で通常運賃の準額近い億段で契約でき花わけである曲

ご蚤して籔一鴻ツバの諸国から怒紡で96名もの多数秘チ

ャｰタｰ機を使い亙M則AGOD搬銚㎎ポ70紀参加

できる麦うに怠った.このグルｰプ1フライトのオル

ガ芯省一シ嚢ンにはパリ滞在五途年の飯山敏遺さんが艶n･

d欄と資本との間の連絡役にたいへんな活躍をしてくれ

た.

同じようなグルｰプ1フライトの組織は北*大陸でも

行政われたこの場合アメリ勿地質調査所のM･臨･

級雛さんが銚紬幟の役を果たしたわけである亭ア

メリ釣からは㈹人余がグルｰプ1フラ利一で来娯した｡

外園人出席者の方か肩本人出席者よりも多いことが

会議の雰囲気を真にインタｰナショナルなものにした重

要な要素であったと思う.たくさんの簿本人の串にち

らほらと外風人かいるようでは国際色ももりあがらない

であろう.賞本の学者と外国の学者とかう漢くミック

スで曹たのもこの理由によっていると考え蜜れる｡

第竣の特色は会議運営上のプリンシプルを厳重紀守り

通したことではなかったかと思う由これは登録関係

でも論文の発表でもproceedingsへの論文掲載でも

会議運営上の全てを通じてプリンシプルを秘んごに守

って慧た｡したがって組織委員はもちろんのζと

こちらからお願いした名誉組織委員の先生方からも

IMA一且AGODの役員からもあるいは専悶委員をして

活躍しその仕事のために会期制忍ほとん汐講演を聞く

機会をもつことができなかった若い方冷からも鷲00円

の登録料を払ってい花だいたわはである｡このプリン

シプルはいささかか花く次紀すぎ花ようには思うかこ

うするこ以はって会議か自分たちのものに扱η淀ので

はないかとも思う.

正式に登録し登録料を払い込んではじめて会議の諸

活動に参加できるというプリンシプルは論文発表の場合

に忠論文をh㏄磯dingSに印刷する際はも適用され

た.･著者の五人秘陶席していなければQ頭発表は評さ

れず代読は認めないという厳しいプリンシプルを興い

た｡そのためセヅシ慧ンによっては大幅なプ減グ松茅

の変更を余儀たくされた,もっともその潟蔭で相警ぽ

オｰバクラウドしていた最初のプ鰯グラムもが液抄余裕

のあるプ濠グラムに扱欄たようである,原則を難しく

貫くことカミ実質的に良かったかどうかはわからないか

しかしこれだけの大書汝会議をスムｰズに運営しぷうと

開畿筑鐙災棚減災殺鐙蹴剃麓秘搬鰯1鵜繊､黛繊鵡澱鮒漁鋤｡

Ti脹翼後列麓勤泌器蹴玉鵬､戯欄灘､畿望灘｡

鱗畿戴鍍上例及Q⑳麟鐙薦澄勇湾双誰旗燃繊嚢繊厳鮒言

腕董繍銚｡腕滅讐�
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蔓MAI愈蟻繊級

霜月2湘午後

8月28目

9｡釜ト1⑪｡30

1C,30一一工夏｡⑪0

11.00･'12.30

互昔測舳§､搬

?｡30㍗9.30

役員会

小委員会

開会

繁務総会(第1回)

鮒議会A

嚢須2服

婁巾⑪O㍗5.30論論会B

役員会小委員会1乍繋部会

式

総会(第1回)

討総合｡

レセブシ嚢ン(機凶荘)

請瀦会CD

さて手前勝手恋感想の方を売に書いてしまったか会

議自身は左の表のような日程で進行し液､

さてそれぞれのセッションの詳細はいずれ適当恋人か

ら紹介されると思うので以下はあら凄しだけを俵史て

おくことはしたい｡IMA関係の討論会と一般研究発

表は次のようであった｡

討論会盗｢寧薗鉱物学の進歩1970J魯触蝸午後

座長D.P.Gr1駅r1榊(ソ連レ㌫ングラｰド大学)

副産畏久蛾育夫(東大1理学部)

8月30嗜藻慶一京都移動

竈須§蝸

嚢｡蔓Gふ蓬｡艶共通識輸金

遂｡鋤一護曲Q0小委員会小委属会作叢部会

嚢父王智

嚢｡徽づ2.30一般研究発表研究発表(夏盈)を呼ン減

(1脳一重双一王)ン作業部会

工.sト嚢.鋤京都市内観光

㌘古雅一家㈹晩慈ん会(京都ホテの

9月2目

撃｡⑳餐一2由蓬O一般研究発表

研究籍表(夏滋)

地質調査所から出版したB5版208ぺ一ジ原色図版10葉

真黒図版至7葉の

蝕豆搬｡加｡室ioパ◎J濠蝉万搬Mine醐1婁"

淋諭蕃.繋たバッジのか杓り綻岩手県野囲韮川鉱{産のバ

ラ輝賓(このほか数種の呼ンガン鉱物をふくむ)の率クタイピ

ンとブ鱗一チか配られて好評を呼ん芯

ノ搬榊･毎醤嬉“〃〃脇〃〃'･轟母魯“〃〃〃〃〃･･魯奪奪w〃蜴肋〃〃^尋魯壷･〃〃脇〃'抑･毒奪伽〃〃脇〃〃“

すると原則を少しでもくずしてしまうと蟻の孔から洪

水秘趨慧蕃&嗣狂よ簑な繕築終な夢がね低いわけで潜る自

腹石や月の標本についての鉱物学に関するシンポジウ

ムでIMAの宇宙鉱物学委員会が中心になっ淀討論会

である｡7論文の発表カミ予定されていたが実際は6

論文が発表された出いくつかの新しい発見や考先方が

発表書れている出たを免はアメリカの地質調査所の

戻鵬d紛が発表した論文は月の岩看の中紀みい花慈れ

化液滴状の減ラスに関するものである苗これは水と

油のぷうに異質の液体ほまじりあわ恋いので油の中に

水洪入っているあ水漆液溝⑳形を鉦るのあ同じような

現象である､･笈種類の亨グ切童亜紀共融しないで存在

するときにはζの種の現象ポ趨ζりてくる､地球上で

はそういう現象は起こりえないというのか今蜜での欝識

であった,とこるが月のサンプル紀はじめて亙にとけ

あわたい2種類のマグマの共存を証明する事実がみいだ

されたわけである.面白いgはこの事実をもとにし

てもう一度地球上のサンプルを注意深くしらべてみると

実はハワイの玄斌岩の中にも同じような現象秘みい芯慈

れたとのことである,月か鏡紀なりて地球上の現象秘

再検討され液わけである｡R鵬dde夏の発表のほか紀も

涯意をひいたものにKe量王による月の成顧ぽ関する新説

淡勅げ蟻れ鳶山

登録風簸(縫鐵遠畿鱒)

登録風撮(経団連会館)�
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討論会B｢鉱物の結晶成援と相転移の機動8地9!ヨ

座長R.Kern(フラン災1引は一皿大学)

副座長砂州一郎(地質調査研)

た討論会である,発表予定論文29編実際の発表20編

(うち映顧凄編)｡

予定論文29編申結晶や核の外形縞縞の表面構造

成長条件と関連させた縞縞中の欠陥分布に関するものが

7編相転移機構に関係する論文秘⑬編層状珪酸塩鉱

物(雲母や粘土鉱物)の転移や変態の機構に関する論文

が6編双晶の形成機構関係か五線映画が4編であ

る由映画は鯖縞の外形に関係し花もの隻編渦巻成長

と溶癬のプ濃セ深を示したものおよび昇温降温にと

もなう相転移によってできる双晶の形成過程を示し花も

の五編であった,

京都でもたれた工MAの一般研究発表は上記の該つ

の討論会にふく凄れない鉱物学上の研究発表でこれは

次のようなセヅシ嚢ンにわかれて発表された

夏森G0D総会

セ潔訟慧ン夏嵩石学問裸9月至澄午前

座長W､亙.S必肥yer･(ドイツ1ルｰル大学)

副座長八木健三(北大理学部)

予定論文13発表論文工1

主として岩碩学関係の研究発表が行なわれた.

セッシ冒ン皿結晶撃関係藪月2煽午前

座長P､息,Ribbe(アメリカ･パｰジニア工科大)

副座長森本信男(阪大)

予定論文エ8発表論文王5

主として結晶構造の解析結果や転移にともなう構造変

化メスパワｰ効果によるF嚢の位置の決定恋とに関す

る研究あ発表か行汝われ花.

鰯滋滅撚

鰯鱗畿織艦

磁ケ繊)�
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座長

副座長

予定論文

奴鈴の研親分野熔関する発塞

9月1目2目午前

M.F㎝かA1ねba(スペイン･バル七回ナ大

学)

萱木畿彦(山Q大･エ学部)

26発表輸文湖

ここでは色埼な内容の論文が発表書れた,一番中心

になったのは鉱物の安定関係に関する論文でこのほか

に鉱物の物理的化学的性質に関する発表や産状について

の研究発表もおこなわれている.

岨俗⑪⑪関係は

表養れた.

討論会｡

座長

雨腱長

子窟論文

次のようなセッションに分かれて発

砲鷺構濃念鉱繰&⑳関係

8月2鵬年後慈朋蝸終賢

V.I.Smimov(ソ連1畢スクジ大学)

買｡z雌ardi(イタリア･カリガリ大学)

富沢俊弥(廉宗教粛大学)

噺村繊(大阪帝大)

繊繁讃識父鑓

酎論会岱

座長

燭状硫化鉱物鉱床8月婁舶

K,C.D㎜ham(イギリ災胞質調査所)

G.C.㎞工s尭施(㍑ツ1ハイヂルベ液グ大

魚灘会場入繕

小坂花閥鉱山のような黒鉱鉱陳も別予鉱山のよう

な含銅硫化鉄鉱床も海底噴火で海の底に層状に堆積し

たのでは恋かるうかという考吏か強く想慈れている､

紅海の海底には現在できつつある硫化鉱物の鉱床淋あり

鉱床研究者の聞で大変な関心を呼んでいる｡この種の

層状の硫化物鉱床の成因について討論しようというのか

この討論会のねらいである｡層状鉱床紀はこの他に裳

シシッピｰ渓谷型と呼ばれるものもあるか今回は除外

慈れた､おもな関心は層状硫化物鉱床形成⑳物理化学

的条件の推憲終払われてい花ふ夢でイオウの同位体元

素此海関する研究噌地質温度鮒を僕りての生成潟度の推

憲海関業葛研繁発議添多かり施､

潔都会場内の頁賦A数驚黍貴会の騰希�
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鉱化流動体色有物⑳竜ツジ嚢ン9月王員2周の午前

座長災.P,Y概服装飾(ソ連･そスクワ大学)

夏.馳董鮎敬(アメジ鉤地質調査所)

G｡聰1む脇一(グラン派1パリ大学)

副座長寿井秀喜(東大1工学部)

武内寿久弥(東大1工学部)

発表予定論衷姻発表論文王4

これは玉AGODの鉱化流動体包有物小委員会(CO服夏)

鳶坤心になっ花研究発表会である｡CO服王自身が一

つの確立した学会のような形蝉をとっておりソ連野だ

けでもδ00人位の会貴かいるそうである｡そのため

ブ憾グラム編集の初期段階がら相当独自な動き方を示し

最後までいろいろ問題か多かった最初はソ漣麗らか

だけで如o編遊くの発表騨し込みが齢ったがふ淀を明

けてみるとソ連圏からの発表の大串はキャンセル凄れ

実際の発表は泌編淀け虹扱ってし護った鉱化流動体

包育物とは鉱物の繕晶の申は入っている液体気体海る

いはこれに鰯体が入っ花箆相恋いし慧棉の包有物のこと

で結晶成長の過程でとりこ護れ花鉱化溶液か冷却に

ともなって纂相あるいは藪相に分離して現在の姿に扱っ

花ものである害したがってこれを加熱して五相紀な

ったと書の温度は緕晶ポできたをきの温度を示して抽

りま淀包宥物中の液相は鉱化溶液そのものを示してい

る｡ζの研究から鉱化溶液の化学的性質や鉱物カミでき

たと慧の温度を知るととができるし塞花鉱床の探査に

も役立てることが可能である｡この種の鉱化流動体包

有物に関する色冷な立揚からの研究か発表され花しま

た映画も上映された.

るかは鉱床のできたときの条件を考える上で大切である｡

しかし鉱物共生(p鯛駅醐i§)という言葉は蜜花厳密は

規定されておらず園によって異なった内容でつか細れて

いる｡ここらへんのとζるから議論か出発し危し終

始したとい･1)ても遇書では汰書そ弓であ駄

.潔ン減ン鉱床形繊に関嘆篭惟叢都会§月王驚午節

座授～｡G燃蹴uy(ハンガリｰスゼヂド大学)

馴塵畏商部松夫(策北大1選研)

棚藤曜(科学樽物館)

籍讃予定論文§発表論焚7

マン労ンの鉱石は複雑でたく慈んの鉱物種茄ありそ

れ自身鉱物学的は興味茄深い赫同脚と々ンガン鉱康の

成因も議論カミわかれているとζるである､淳ン労ンと

いう元素貞身かいくつもの電荷をもち地球化学的に大

変興瞭操い撃動を示している.これらの闇題ぽついて

の研究発表添行なわれた.

醐払肱⑭⑪秘燕鐙討論会

硫1化鉱物燦鰭羅学あ飽灘化撃8月3/貝

座畏猟,No榊搬(スイス1ペルン大学)

器｡思.災遡u鉄濃誠(アメリ勲直浅夢ンツ淡榊

ド大学)

1蓋雌長竹内慶夫(菓大1鰯学部)

竹肉常濠(東北大1灘学部)

発表予定論文38発表輪文灘

銅鉛璽鉛などの主要な非鉄金属は天然ではイオ

災加ゆ侮繋都会の研究発塞蟹月11ヨ午酌

座長黛.鷲縦出ob鰍益(ベルギｰ1リｰゲ大学)

擦1腱畏灘宋昭鉦(東大･獺学部)

発畿予定論文7鵜表論文6

花陶岩亨グ㌣か石灰砦や苦灰砦層の近くに避入すると

商い温度1はる接触変成作周で珊灰砦串は大規模潅鉱床

をつくり濠稔亀禽な新しい鉱物をつく叡この種⑳

鉱物を渓釣班籔鉱物お呼んでい訴渓籾以鉱物添形

成蜜れ花お蜜の澄度ス勿ルン鉱物の分布&火成砦潟談

び原砦あ一の関係其勿ル汐帯胸部珊の羅帯構造渓吻班

ン鉱物の共塗関係滋濠熔幼双の発義添符液われな

滋物薬勤藩蔑畿⑳赫鶴繁薮'鰯洲年漸1

座授廠双棚§鮪搬嚇卵(･ずシ涙岬イソ舳ル

災挙)

､側蹄麟駄鰍縄輸

籍讃箏麓鵜焚警､発讃繍笈㌢

鉱床の串で壕概的鉱物秘一緒の組琢禽わせで産出す

麗添義(厳蔵勧並嬢業会館)�



ウ&結びついた硫化鉱物として産することが多い,硫

化鉱物は弊鉄金属の一番大議液鉱物資源である､そこ

でこの種の鉱物の繕騒学結晶化学安定関係産出状

態イオウの同位体元素地鉱物の成因などあらゆる爾

から総合的に検討しようというのがこの共通討論会の目

的で今回の会議のハイテイトである｡共通識論会だ

け1ζ大変広範囲の閥魑秘とりあげられた｡硫化鉱物の

結扇構造の問題から縞縞化学をもとぽした硫塘鉱物の

分類の問題木いちご状の蔑鉄鉱の形成機構1&関する新

しい考えイオウや酸素の同位体元素から硫化鉱物鉱床

の生成条件や環境を推定する論文(数か多い)あるい

は黒鉱鉱床の生成条侍に関する研究などだいへん多岐

にわたり議論も活発であった｡

小嚢議会など

以上の研究発表のほかにIMAIAGODともそれぞ

れの小委員会作業部会をも領で為り廉康でも京都で

も小委員会をひらいて国際協力方法の検討を行なった.

IMAには新鉱物と鉱物名に関する小委録会鉱物デｰ

タぽ関する小委員会鉱物関係の論文の抄録法に関する

小黍貴会字宙鉱物学に関する小委員会鉱石顕微鏡学

は闘する小委員会博物館に関する小委員会鉱物学の

教育に関する小委貴会のγつの小委員会がある仙これ

らはいずれも国際協カによって鉱物学の研究を進めてゆ

く液め虹設置され淀小委員会でたと丸ぱ新鉱物が発見

された場合研究のプライオリティを判定した1りそれ

が新鉱物として独立した鉱物種であるかぎうかを承認す

るのは新鉱物小黍澱蜜湾潟ζな勅批那鴻､研競宥は

発表節樽労一潔をぞ克てこの小委録会終撮贈じ認定を

うげてか蔭は悠めて公武発表秘で慧るじくみ熔滋りてい

る､護のぷ費終概鏡携艦土湾の園際協カ労漆秘夏MA

所属の小委員会で議論されきめれらているわけぞある.

工AGODには鉱化流動体包有物小委員会構造地質的

鉱床生成に関する小委員会鉱物共生に関する小委員会

の3小委員会と呼ンガン鉱看探鉱のための鉱床成因

およびスカルンの3つの作榮部会がある.それぞれの

の学会がIAGODのほかにアメリカ等の育くからあ

るS鶯Gとドイツ邊フランス系のSGAがあるのでこ

れを統一してあるいは3者共同で服SEGを創設し

工UGSに一本にまとまって加盟しようとする動きであり

後着は国際地質射比計画に鉱床学分野からも協同して

麗添姦入㌶

締瑚掻爺蜜の地質図模塑�



作業を進めようということである.IAGODの次回は

IMAと同様!972年カナダのそントリオｰルで開催と

決定しその次がブルガリアときめられた｡

社交行事

以上の行事のほかに会期中には社交行事として次がも

たれた.

1)日本学術会議会長レセプシ嚢ン曇肋蝸夜椿山

荘参加者のほかに関係各團大公使官公庁

募金協力団体の代表鋒をふくめ約1000人に達する

大規模なレせフシ蟹ンかもたれたさすかの広い椿

山荘の噴水の間もうめつくすような盛会で飛び入り

のロシア民謡かでるたど大変楽しい会であっわ

�

てスｰプか配られるとすぐ舞台では先斗町の舞妓の

おどリがくりひろげられた､おどりが終おってか

らメインコｰスに入り舞妓さん達は席の聞をぬっ

てお酌をしてまわり座の雰囲気を一層やわらかいも

のにしたデザｰト1コｰスからはじめられたスピ

ｰチは主として長老の先生方によったがおしまい

には飛び人1)のスピｰチもでて書でたいへん楽し

い一夕であった｡

京都観光蜜月1扇午後

出席者全員を招待した凍都市内観地で金閣静平

安紳憲二条城の3カ所を十数合のバスぽ分乗して

鰯施し恕､この闘紀親しい外国のお友達ポ)くり

花用本の出席者も多か鶯たことであろう.

2)都知事レセプション8月29日夜ホテル･オｰク

ラ平安の問美濃部都知事の招宴で人数が制限

Iされていた淀め各国代表や亙MA孤GODの役員

論文発表者などに限られ日本人の鞘待はごく少数

であった薫ス東京をホステスとして従免た美濃

部都知事の歓迎の辞は都知事自身と岩石学者あの

縁に凄つわる謡がらはじめられ学閥の世界から政

治棋界にまでおよびユｰモアに竃む大変愉快なも

のであっ危しこれに答えた五MA前会長の工D..

Fisher教授の話も出席者の心をほぐす内容のもの

であっ花｡学術会議会長のレセプシ響ンとはまた

違った雰囲気をもったレセプシ嚢ンであった皿

3)晩さん会9月1日夜京都ホテル

会費10ドノレを徴集した晩さん会であったが約300

人が出席した.カクテルからは｡護り席ほつい

�

レディｰス1プ浜グラム会期全期閥

国際会議を成功させる一つの重要な鍵は出席者郷奥

さん達をいかは満愚書せるかにある.会議運営

にとってはいわば裏1方であるが重要恋仕事である串

東京では東芝の高須新一郎さんカ婁京都では阪大の

久米聰一書ん秘中心㍑決って大変な努力を狐勅れ

たお蔭でご夫人方の喜びは格別であった皿

東京では開会式終了後ランチ1パｰティ形式で網亙

に釣り合った上で都内観光鎌禽1箱根員光景本

の伝統汝凄の観施を京都滞は金員招待の京都観光と奈

良観施などを行恋った､これら⑳観光旅行では属本

の出席者の奥さん方からたいへん杜協力をい液料沈･

以上の社交行事のほかぽ鉱山地質学会を中心紀徴界の

鉱床学関係の学会が共催した晩さん全然警崩蝸在京都

ホテルでもたれた.西脇親雄氏の名司会により長老

澱爺姦蜘施鮮

麗諦畿蜘舵鑑�
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のRa臓曲厳教授を囲んだ花いへんアト･ホｰム液晩さ

ん会であった､

こうして様炎な行事がとどこおりなく終わ1)蜜月

鐵遜時から開かれた閉会式を迎えた.閉会式は光量

をしぼった薄暗い会場でチャイムカミ鳴り渡るところから

はじめられた.IAGOD会長代理のVふ舷豆㈱マ教

授醐A新会長旺亨tr㎜雲教授によるあいさっと渡辺

線織委員長夫人への花束の贈呈フ湾アｰの津を代表し

だ見Hoc鮒教授の感織の青葉&続けられ組織委員

長のあいさっと閉会堂曽を最後にして再び場内暗転

スポットライト秘窟都のお嬢さん方による琴の演勲こあ

てられた.古典的なテンポの演奏から新曲の演奏へ

と移った琴の音はやがて蜜の光に変わる.二度三

度と鐙の光都繰りか東されても恋か放か立ち去り難い

感動的な雰囲気が会場を包んだや林て三崎張埼おわか

紬の糧孚をしな赫ら人海は去っていったのである硅

研究旅行

鉱物帝瑚質関係の会議では現地への研究旅行は不可欠

の行事である畠今国の会議でも会議前&会議後にそれ

ぞれ次のような研究旅行を行なった.いずれもエクス

カｰシ嚢ン小委貴会とリｰダｰ各位および受入側の鉱

山の方膚の献身的液舞カと万金の準徽はって素臓ら

しい旅行か行な免多く⑳参加者がら今岡ほどよくオル

ガナイスされた研究旅行は始めてのことであっだ缶絶賛

の言葉をうけている｡準備秘十分熔行液克ていれば言

葉の障害恋星間題はならないようである､旅行には

延人買約遂⑰0名が参加し花､

会議敵研究旅行

A一夏鴛一渓(耽海道)蓬月脳貝一泌員

リｰダｰ:八木健三舟橋三勇針谷宥大場与志男の各筑

参加人員:39名

おもな見学個所:北大豊羽鉱山洞爺湖昭和新山幌別

硫養鉱山登別温泉クッタラ湖(灰長石

の繍晶)白老村支笏湖千歳鉱山

A-2コｰス(北上地方)8月24目一27目

リｰダｰ:津未明生由井俊三の両民

参加人員:2?名

おも溶先学僧所;釜布鉱山陸中繊拳野閏豊川鉱山

A…轟､遥灘舳ス(黒鉱鉱床)8月23周一喜湘

リｰダｰ:竹内常彦立見辰雄佐藤壮郎権川誠本多朔

鄭の諸氏

参加人員:隻01名

おも潅見学個所:八甲田火山十茅胴湖小坂鉱山花岡鉱

山釈迦内鉱山

及一い一ス(横川～8月淡黒一25目

リｰダｰ:演舞雑歌岡実売牧童嬢の諸氏

参加入扇:工3名

潟もな屍学個所:豊順鉱山浅間火山観測所

A-8鄭一ス(疑瀞)琶肩泌目一蝸簿

リｰダｰ:富沢俊弥原頭一難橘本光勇の諾馬

参加人貴:?名

おもな見学個所1長瀞の変成岩秩父博物鯖秩父鉱出

A一至0コ㎞潔(厨豆)魯月2蝸一喜舶

リｰダｰ:砦生周一松隈寿紀繭脇親雄の講氏｣

参加人員.:8名

おもな見学個所:箱根火山溝越鉱山字久須鉱出大室火

山

A-11コｰス(竃士山)8月971｣

リｰダｰ:漆屋弘達村井窮禽択一小野晃詞ψ)諸氏

参加人員;2δ名

おもな見学個所:河1､!湖奮上火川博物館當づ:1⊥1

嚢麟鐙研窮糠狩
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